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原油換算処理量＊２当りのエネルギー消費原単位 
エネルギー使用量（kL-原油） 
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地球温暖化防止 大気汚染防止 
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環境保全活動 

環境負荷の削減実績 

ＣＯ2排出量／ＣＯ2原単位の推移 

硫黄酸化物（ＳＯｘ）排出量の推移 エネルギー使用量／エネルギー消費原単位の推移 

窒素酸化物（NＯｘ）排出量の推移 

有害大気汚染物質（ベンゼン）の排出量 

 

 

　製油所では、原油の精製過程で多くのエネルギー

を使用し、大量のＣＯ２を排出するため、省エネル

ギーによる地球温暖化防止が、最も重要な環境

保全活動となります。 

目標：１９９０年度を基準とし、２０１０年度までにエ

ネルギー消費原単位＊１を１０％削減 

実績：１９９０年代は、原油処理量の増加、軽油の

低硫黄化、製品ガソリン中の低ベンゼン化などの

環境対策のために、製油所ではエネルギー消費

が増加する傾向にありました。しかし、省エネルギー

の推進により、２０００年度は、１９９０年度比で約６.７

％のエネルギー消費原単位の削減になっています。 

 

 

　製油所の精製工程で使用している加熱炉、ボ

イラーなどのエネルギー使用機器から、硫黄酸化

物（ＳＯｘ）、窒素酸化物（ＮＯｘ）が排出されます

が、当社では低硫黄燃料の使用、排煙脱硝など

の対策を行い、法規制を遵守するとともに、さらな

る削減に向けて努力しています。 

　また、光化学スモッグの原因となる炭化水素ベー

パーについて、製油所、油槽所のタンク設備・出

荷設備に排出を抑制する対策を実施。この対策

は同時に有害大気汚染物質の一つであるベン

ゼンの排出抑制にも寄与しています。 

＊１ エネルギー消費原単位 

　製油所の総エネルギー使用量

を原油換算処理量（単位：千kL）

で割った値。単位は、kＬ-原油／千

kLで表します。総エネルギー使用量は、

原油換算します。（単位：kL-原油） 

＊２ 原油換算処理量 

　各装置の処理量を常圧蒸留装

置での原油処理量に換算した値。 

原油は、常圧蒸留装置でナフサ、

灯油、軽油、重油などに分けられた

後、脱硫装置などで処理されます。

製油所によって装置の種類、構成

が違うため、各装置の稼働状況を

反映した原油換算処理量を使用し、

エネルギー消費原単位を算出しま

す。常圧蒸留装置のエネルギー消

費を基準にしたときの各装置のエ

ネルギー消費の大きさにより、処

理量を換算します。各装置の換算

処理量の合計が製油所全体の原

油換算処理量となります。 

●参考計算例　製油所総エネルギー使用量（５０００kL-原油） 

 

 

 

 

 

●原油換算処理量　 （１００×１）＋（２０×５）＋（４０×２）＋（４０×６）＝５２０ 

●エネルギー消費原単位　５０００／５２０≒９.６（kL原油／千kL） 

原油 
１００千kL

常圧蒸留装置 
（１） 

ナフサ ２０（千kL） 

灯油・軽油 ４０（千kL） 

重油 ４０（千kL） 

ガソリン品質向上装置（５） 

灯油・軽油脱硫装置（２） 

重油脱硫分解装置（６） 

各装置エネルギー消費の大きさ 

＊油槽所からの排出量含む 
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　製油所の排水には油分などが混入するため、

排水処理施設を設置し、浄化を行いクリーンな

水として排水しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　当社では、製油所から排出される産業廃棄物

の削減を環境保全のための重要な活動と位置

づけ、積極的に取り組んでいます。 

目標：１９９０年度を基準として、２０１０年度まで

に最終処分量を６７％削減 

実績：発生する産業廃棄物の分別、再資源化、

減量化を進め、当社４製油所合計で、約７２.６％

の削減を達成しました。 

 

 

　当社では、ＰＲＴＲ法＊３の法制化段階において

経団連が実施したＰＲＴＲ調査、１９９９年度に実

施されたパイロット調査などに協力し、製油所で

の排出量を算出しました。今後は、２００１年度より

施行されるＰＲＴＲ法に基づき、化学物質管理の

適正管理に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　当社は事業所用地の土壌について日常の環

境管理活動の中で状況を確認し、適切な対応を

行っています。 

　また、油槽所、ＳＳ用地の売却など遊休資産処

分に際しても土壌分析調査の実施など、必要な

対策を行っています。 

再資源化量 
 １０,８４９t 
（１８.４％） 

最終処分量 
 ２,２６７t 
（３.９％） 

廃棄物 
発生量 
 
５８,８２６t 
１００％ 

建設廃材 
1.5％ 
廃アルカリ 
3.8％ 

汚 泥 
74.3％ 廃触媒 

12.2％ 

その他 8.2％ 

建設廃材 
2.6％ 

汚 泥 
5.6％ 

廃触媒 
58.5％ 

廃アルカリ 6.9％ 

その他 
26.4％ 

塔槽スラッジ 
3.3％ 

建設廃材 23.4％ 

汚 泥 
23.3％ 廃触媒 

21.9％ 

タンクスラッジ 4.1％ 

その他 
24.0％ 

減量化量＊２ 
 ４５,７１０t 
（７７.７％） 発生量 

＊１ ＣＯＤ 

　化学的酸素要求量。水質汚濁

の指標の一つで、水中の被酸化性

物質（有機物など）を酸化するため

に消費した酸素の量を示します。

Chemical Oxygen Demandの略。 

＊２ 減量化量 

　製油所では、所外への廃棄物排

出量を少なくするため、汚泥の脱

水や焼却により、減量化を実施し

ています。 

＊３ ＰＲＴＲ法 

　事業者が、取り扱う化学物質に

ついて、大気、水、土壌などへの排

出量、廃棄物として事業所外から

移動した量を把握し、国に届け出る

制度です。１９９９年に法制化され、 

２００１年より施行。 

Pollutant Release and Transfer 

Registerの略。 

廃触媒中に含まれる対象物質（モリブデン、コバルトなど）の 
リサイクル量の合計 


